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戊
辰
戦
争
と
沼
津
兵
学
校
の
群
像

し は い 義 も 樹 で 1食  ど 1に し 1場 1え
に  ` つ 隊 に ・ 戦 し ｀に た 1監 走
燃 塚 た の 11!里 1つ た 兵 参 中 隊 し
え 原 人 上 州 口 た 者 学 加 根 に た
ri々 野 1券 保 占 も 校 し 淑 乗 間 篇 讚 馘 爺

師
明 史書館毛信

シ
リ
ー
ズ
沼
津
丘事
校
と
そ
の
人
材
◇

沼
津
兵
学
校
の
教
授
や
生
徒
の
中
に
は
、

沼
津
に
来
る
以
前
に
明
治
新
政
府
軍
と
干
文

を
交
え
た
者
も
い
た
。
ま
た
、
兵
学
校
で
教

え
、
学
ん
で
い
る
ま
さ
に
そ
の
時
期
、
肉
親

が
箱
館
の
五
稜
郭
で
戦

っ
て
い
る
と
い
う
者

も
い
た
。
彼
ら
の
胸
の
内
に
は
実
に
複
雑
な

も
の
が
あ

っ
た
に
違

い
な
い
。
旧
幕
臣
と
し

て
の
意
地
を
貫
き
薩
長
と
最
後
ま
で
戦
う
か

そ
れ
と
も
小
さ
な
意
地
は
捨
て
て
日
本
の
新

時
代
の
た
め
に
生
き
る
べ
き
か
、
こ
の
高
藤

は
小
説
や
映
画
の
格
好
な
題
材
に
な

っ
た
が

そ
れ
は
ま
た
事
実
で
も
あ

っ
た
ろ
う
。
沼
津

兵
学
校
に
は
、
人
々
の
様

々
な
思

い
が
渦
巻

い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

市
川

・
船
橋
で
官
軍
と
抗
戦
し
た
江
原
素

(沼 津市 本光寺 )
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た を 円 た に 戦 横 誉
・
授 を 呂 て 行 部｀

誓 三  ・ 参 つ 地 ・ 生 F卓 転: +卜 虫限 ・ ド
ー う 郎 年 加 た 重 望 徒 に 戦

｀
夷 天 を

等 者 の 少 し 結 1"月 の は し 大 地 野 率
教 す よ の た 城

｀
三 中 現 た 鳥 へ 貞 い
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｀
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本 た 磁:の 鯛 三 組 永
｀
戦 月(1の お 榎 総

明
°
長 中 六

｀
と 峰 関 を 房 脱 う 本 国

毅  111に と 彰 と 秀 東 経 な た と 武 に
は

ひ碑
動
中
０

」
慇

人

の

弟
明
誠

。
明
教
が
箱
館
で
戦

っ
て
い
た

（
明

教
は
戦
死
一．
一
等
教
授
田
辺
大

一
と
二
等
教

授
浅
井
道
博
は
、
榎
本
政
権
の
海
軍
本
行
荒

井
郁
之
助
と
は
義
兄
弟
で
あ

っ
た
。
二
等
教

授
乙
骨
太
郎
乙
も
弟
兼
三
が
柏
館

の
榎
本

軍
に
い
た
。
二
等
教
授
石
橋
好

一
は
、
兄
古

沢
勇
四
郎
が
榎
本
軍
の
１１
兵
頭
並
に
な

っ
て

い
た

（後
戦
死
ヽ
そ
し
て
何
と
言

っ
て
も
榎

本
武
揚
自
身
が
、
沼
津
病
院
医
師
林
洞
海
の

婿
で
あ
り
、
兵
学
校

一
等
教
授
赤
松
則
良
と

は
妻
同
志
が
姉
妹
の
間
柄
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
朝
廷
に
対
す
る
無
条
件
降
伏
の

結
果
成
立
し
た
静
岡
藩
お
よ
び
沼
津
兵
学
校

で
は
、
個
人
の
心
情
は
ど
う
あ
れ
、
政
府
に

対
す
る
技
意
な
ど
は
許
さ
れ
な

い
こ
と
で
あ

っ
た
。
勝
海
舟
ら
藩
首
脳
、
西
周
ら
学
校
当

局
は
も
と
よ
り
、
当
事
者
を
含
め
て
ほ
と
ん

ど
の
人
々
は
現
実
を
見

つ
め
る
冷
静
な
目
を

持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
し

戊
辰

の
敗
戦
体
験
は
、
同
じ
旧
幕
臣
と
は

い
え
、
西
川
や
福
沢
諭
古
の
よ
う
な
陪
臣
出

身
者
と
二
河
以
来
の
旗
本

・
御
家
人
と
は
全

く
そ
の
重
み
が
違

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
．
彼

ら
が
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
そ
の
体
験
を

ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
れ

も
人
に
よ
り
様

々
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現

代
に
お
け
る
八
月
十
五
日
に
も
匹
敵
す
る
意

味
を
持

っ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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和

田
伝

大
部

と
性

理
学

近
世
以
来
、
沼
津
き

っ
て
の
豪
商
だ

っ
た
和
田
家
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に

か
け
、
国
学

・
不
二
道

・
性
理
学

・
報

徳
思
想

・
民
権
思
想
な
ど
、
様
々
な
学

問

・
思
想
を
次
々
に
受
容
し
た

一
族
で

あ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
資
産
家
の
余
技

で
は
な
く
、
封
建
制
か
ら
近
代
市
民
社

会

へ
と
い
う
変
革
期
の
社
会
情
勢
を
背

景
に
し
た
、
地
域
名
望
家
と
し
て
の
真

摯
な
生
き
方
の
模
索
で
あ

っ
た
。

明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
二
月
、
和

田
伝
太
郎

（歳
貢

・
鷹
峰
）
は
、
下
総

国
香
取
部
長
部
村
（現
千
葉
県
千
潟
町
）

の
遠
藤
亮
規

（良
左
衛
門

　

一
八

一
一

～

一
八
七
三
）
に
性
理
学
を
学
ぶ
た
め

沼
津
を
出
発
し
、
叔
父
高
田
宜
和

（当

時
潤
作

・
庵
原
郡
柏
尾
村
）
と
と
も
に

四
月
二
十
日
入
門
を
果
し
た
。
も
う

一

人
の
叔
父
小
西
正
蔭

（次
郎
左
衛
門

・

小
田
原
の
薬
種
商
）
も
翌
五
年
正
月
二

十
八
日
に
入
門
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
性
理
学

（
性
学
）
と
は
、

天
保
期
の
荒
廃
し
た
農
村
を
復
興
す
る

た
め
、
大
原
幽
学

（
一
七
九
七
～

一
八

五
八
）
が
創
始
し
た
道
徳

。
経
済
の
思

想
で
あ
る
。
流
浪
の
浪
人
だ
っ
た
幽
学

は
、
天
保
六
年

（
一
八
二
五
）
長
部
村

の
遠
藤
家
に
招
か
れ
、
以
後
幕
府
に
よ

る
追
及
の
結
果
安
政
五
年
■

八
五
八
）

に
自
殺
す
る
ま
で
、
産
業
組
合
組
織
に

よ
る
耕
地
整
理

・
農
業
技
術
改
良

・
農

作
業
の
計
画
化

・
消
費
物
資
の
共
同
購

入
な
ど
の
方
法
で
、
村
の
立
て
直
し
を

は
か
っ
た
。
そ
れ
ら
経
済
的
事
業
を
推

進
す
る
た
め
の
基
礎
に
置
か
れ
た
の
が

利
己
心
を
制
し
、
勤
勉
で
禁
欲
的
な
生

活
を
保

つ
と

い
う
道
徳
で
あ

っ
た
。
性

理
学
は
、
道
徳
と
経
済
と
を
統

一
し
た

実
践
哲
学
で
あ

っ
た
。
遠
藤
売
規
は
、

師
幽
学
の
没
後
そ
の
跡
を
継
ぎ
、
二
代

目
教
主
と
な

っ
た
人
で
あ
り
、
維
新
後

は
積
極
的
に
そ
の
教
え
を
各
地
に
普
及

し
た
。

不
二
道
と
国
学

・
二
宮
尊
徳
と
の
関

わ
り
、
大
原
幽
学
と
下
総
の
平
田
国
学

問
人
と
の
関
わ
り
な
ど
、
和
田
家
が
受

容
し
た
諸
思
想
は
決
し
て
バ
ラ
バ
ラ
な

も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
関
関

（

和田―族の諸思想受容

魃

大原幽学

|

1遠藤売規

魃
二宮尊徳

|

*柴 田順作
ホ福付1正兄

食行身録

|

△小谷二志

「は_義ん
T加
,た _義 1

「
■Ц

l留
 :省  1鷲   :最

ti 護 :予
 「J

・潤 *柏・伝
作 森
り
大
宝 良ト

莉時‐̈
本居春庭

|

・鬼島広蔭

平田篤胤

|

萩原正平

小西 正蔭
1828～ 1891

栢森  宝
1864～ 1924

高田 宜和
1821´―1886

和田伝太郎

1847-1916
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係
が
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
伝
太
郎
が
性

理
学
に
入
門
し
た
こ
と
は
、
幕
末
期
に

父
祖
や
彼
自
身
が
国
学
や
不
二
道
の
教

え
に
求
め
た
も
の
を
、
さ
ら
に
継
承

・

発
展
さ
せ
る
行
為
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

伝
太
郎
は
明
治
四
年
十

一
月
家
督
を

， い
ヽ
拳
■
一●
■
一■
■
●
●
●
●
●
●
●
●

一
●
●
●
●

（

継

い
で
い
る
の
で
、
遠
藤
の
も
と
で
修

業
し
た
の
は
数
ヶ
月
だ
っ
た
よ
う
だ
。

明
治
六
年

（
一
人
七
三
）、
性
理
学
に

対
す
る
政
府
の
弾
圧
事
件
が
起
き
、
小

田
原
の
叔
父
小
西
正
蔭
も
国
事
犯
と
し

て
投
獄
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
旧
幕
臣
数

一

名
が
遠
藤
に
人
間
し
た
こ
と
に
対
し
、

徳
川
幕
府
再
興

・
政
府
転
覆
を
日
指
す

陰
謀
で
あ
る
と
誤
解
し
た
司
法
省
の
役

人
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

和
田
と
高
田
は
無
関
係
だ

っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
後
和
田
は
、
区
戸
長

・
教
導
職

′ヽし、
の
そ
こ
迄

か
し
帳
無
印

履
か
た
む
る
と

ハ
四
方
八
方
か
ら
人
欲
乃

私
に
責
立
ら
る

ヽ
と
も
微
し
も
是
に
移

ら
す
し
て
己

ハ
猶

々
私
を
去
事
に
能
き
を

入
之
居
之
其
正
き
を
亡

ハ
す
し
て

寝
た
る
中
も
由
断
無
く
勤
め
勉
る
事

夫
人

ハ
機
に
臨
ミ
変
に
応
る
を

宣
し
と
す
と
い
え
と
も
天
地
の
自
然
に

あ
ら
す
し
て
曽
て
い
わ
す
行

（
さ
る
を

か
な
ら
す
／
ヽ
心
の
法
と
す

へ
し

な
ど
と
し
て
地
域
行
政
や
民
衆
教
化
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
を
発
揮
す
る
。
明
治

十
年
代
に
は
自
由
民
権
運
動
に
も
参
加

し
、
県
会
議
員
や
実
業
家
と
し
て
沼
津

を
代
表
す
る
名
士
と
な
っ
た
。
そ
の
活

躍
に
性
理
学
の
教
え
が
ど
の
よ
う
に
生

か
さ
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な

い
。

一
方
、
叔
父
の
高
田
宜
和
は
、
一家
農
・

村
落
指
導
者
と
し
て
、
大
原
幽
学
の
性

理
学
と
相
通
じ
る
二
宮
尊
徳
の
報
徳
思

想
を
も
取
り
込
み
、
明
治
十
六
年

（
一

人
八
三
）
に
は
駿
河
東
報
徳
社
長
に
就

任
し
た
。
高
田
は
そ
れ
ま
で
彼
が
学
ん

だ
国
学

・
不
二
道

・
性
理
学

・
報
徳
思

想
の
す
べ
て
を
統

一
的
に
実
践
し
た
人

で
あ

っ
た
。
な
お
、
宜
和
の
養
子
潤
作

は
、
従
兄
弟
和
田
伝
太
郎
と
と
も
に
国

会
開
設
建
向
の
総
代
と
な
り
、
県
会
議

員
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

伝
太
郎
の
弟
で
富
士
郡
伝
法
村
に
養

子
に
行

っ
た
栢
森
宝
は
、
兄
や
叔
父
た

ち
の
影
響
を
受
け
た
も
の
か
、
報
徳
教

師
荒
井
由
蔵
に
師
事
し
、
村
長

・
青
年

団
長
な
ど
と
し
て
、
報
徳
思
想
を
取
り

入
れ
地
方
改
良
運
動
を
推
進
し
た
し

〈参
考
文
献
〉
『岳
陽
名
ｌｒ
伝
』
『静
岡

県
徳
行
録
』
『大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』

『旭
市
史
』
第
二
巻

や
な
機
‡
■
避
一一一一一一

７
一一一一一一一絆
夕
■
〓テ
■
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和日1伝太郎・高田i和 力澪中に

書き与えられたもの。
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◎
企
画
展
は
じ
ま
る
／

「
草
舞
の
国
学
と
明
治
維
新
」

７
月
２０
日
か
ら
、
今
年
度
の
企
画
展

「草
芥
の
国
学
と
明
治
維
新
」
展
が
４

階
企
画
展
示
室
で
開
幕
し
ま
し
た
。

国
学
と
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
興
っ

た
学
問
で
、
洪
学
や
洋
学
に
対
立
し
、

古
事
記

。
日
本
書
紀

・
万
葉
集
な
ど
の

日
本
の
古
典
の
研
究
を
通
し
て
、
仏
教
・

儒
教
渡
来
以
前
の
日
本
固
有
の
伝
統
的

な
文
化
や
精
神
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
運
動
で
し
た
。
伸
鴎
群
紀
、
貯
距

真
淵
、
本
居
宙
長
、
平
田
篤
胤
ら
に
よ

っ
て
国
学
は
発
展
し
ま
し
た
が
、

「草

芥
」
と
呼
ば
れ
る
名
も
な
き
農
民
や
町

人
の
間
に
も
広
が
り
、
日
本
全
国
に
そ

の
教
え
を
学
ぶ
も
の
が
輩
出
し
ま
し
た
。

国
学
は
そ
の
国
粋
主
義
的
な
性
格
か

ら
や
が
て
、
尊
王
攘
夷

・
倒
幕
運
動
を

促
進
し
、
明
治
維
新
を
達
成
す
る
思
想

的
原
動
力
と
も
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
展

不
で
は
、
沼
津
市
域
の
国

学
関
係
者
の
遺
墨
、
肖
像
画
、
短
冊
等

の
豊
富
な
資
料
を
通
し
て
、
庶
民
の
学

問
と
し
て
の
国
学
の
姿
を
展
示
紹
介
し

て
い
ま
す
。

開
催
は
９
月
２９
日
ま
で
、
是
非

一
度

ご
来
館
下
さ
い
。

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

古
文
書
に
初
め
て
ふ
れ
る
初
心
者
を

対
象
に
、
郷
土
で
書
か
れ
た
古
文
書
を

テ
キ
ス
ト
に
使

い
な
が
ら
、
く
ず
し
字

な
ど
の
解
読
力
を
養

い
、
自
分
の
力
で

郷
土
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
楽
し
さ
を
党

え
て
い
た
だ
く
講
座
で
す
。

昨
年
度
に
引
続
き
、
夜
間
の
時
間
帯

の
開
講
と
し
ま
し
た
の
で
、
受
講
希
望

者
は
、
当
館
ま
で
電
話
に
て
お
申
込
み

下
さ
い
。

一

と

　

き

１０
月
７
、
‐４
、
２‐
、
不
日
、

Ｈ
月
４
、
Ｈ
日
の
毎
金
曜
日

‐８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分
ま
で

明
治
史
料
館
　
講
座
室

友
野
博
氏

（沼
津
市
立
高
校
教
頭
）

無
料

と

こ
ろ

講
　
師

受
講
料

（辞
書
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
あ

っ
せ
ん
し
ま
す
ご

◎
小
学
校
の
利
用
、
増
え
る
。

５
、
６
月
に
は
、
小
学
校
の
団
体
利

用
が
増
加
し
ま
し
た
。
利
用
の
多

い
の

は
、
３
年
生
か
ら
５
年
生
で
、
社
会
科

見
学
や
自
然
教
室
な
ど
の
校
外
活
動
の

機
会
を
と
ら
え
、
米
館
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
団
体
利
用
で
は
、
講
座
室

に
お
い
て
、
講
話
形
式
で
分
か
り
や
す

い
話
を
聞

い
た
り
、
映
画
を
見
た
あ
と
、

展
示
本
を
見
学
し
て
い
ま
す
。

大
平
小
学
校
５
年
生
の
ク
ラ
ス
単
位

の
利
用
例
で
は
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の

ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
と
し
て
明
治
史
料
館

を
見
学
し
、
展
示
説
明
の
話
の
中
か
ら
、

ゴ
ー
ル
地
点
で
先
生
が
質
問
を
す
る
、

と
い
っ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
利
用
法
が
と
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
利
用
の
最
大
の
障
害
は
バ
ス
な

ど
の
運
行
手
段
の
確
保
に
あ
り
ま
す
が
、

一

小
中
学
校
の
社
会
科
担
当
の
先
生
方
に

は
、
校
外
学
習
の
場
の

一
つ
と
し
て
、

身
近
な
博
物
館
の
積
極
的
な
利
用
を
図

っ
て
い
た
だ
き
、
小
中
学
校
の
９
年
間

を
通
し
て
、
児
童
生
徒
が
せ
め
て

一
度

は
史
料
館
を
訪
れ
る
よ
う
な
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
化
を
目
指
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
機

会
に
利
用
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
と
願

っ
て
い
ま
す
。
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講座室でのお話し (浮島小学校 4年生 )

雪

〇

五

五

九

囲

二

三

二

五

　

　

一

-4-


